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議長の稲田忠則総代（益城町）

代表して表彰された
梅田義弘氏（鹿本支所管内）

（敬称略）

対象は、総代・理事・事業
推進委員・共済部長・損
害評価会小部会委員・損
害評価員として、長年に
わたりご尽力いただい
ている方々です。

熊本市支所管内
神田　政光
田畑　一之
福島　久人
林田　清一
磯野　重利
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宇城支所管内
甲斐　則秋
辻　　清也
池本　寿郎
平井　廣人
近藤　健二
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玉名支所管内
大久保　正春
坂梨　健太
前田　厚美
松岡　英信
寺尾　清孝
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玉 名 市
和 水 町
南 関 町
長 洲 町
和 水 町
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鹿本支所管内
古江　誠男
池田　厚美
虎口　和照
高木　正年
菊川　淳一郎
梅田　義弘
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菊池支所管内
有田　優誠
堀内　俊伸
西口　陽二郎
村上　浩勝
金田　祐次
安孫子　勝
松岡　義弘
角田　政次
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菊 池 市
菊 池 市
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大 津 町
大 津 町
合 志 市
菊 池 市
合 志 市
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阿蘇中部支所管内
井上　栄一
森　ツル子
中村　豊
鈴木　健士
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（
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阿 蘇 市
阿 蘇 市
阿 蘇 市
産 山 村

）
）
）
）

阿蘇南部支所管内
上野　則寛
桐原　英敏
後藤　順一
甲斐　峰雄
小崎　芳雄
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南 阿 蘇 村
南 阿 蘇 村
南 阿 蘇 村
高 森 町
山 都 町
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）
）
）
）

上益城支所管内
岩田　重成
佐藤　光志
北森　孝一
本田　富明
矢山　昭臣
奈須　　昇
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御 船 町
嘉 島 町
益 城 町
甲 佐 町
山 都 町
山 都 町

）
）
）
）
）
）

八代支所管内
鬼塚　信一
山田　利治
田中　良一
宮田　繁
福島　廣
伊東　幸一郎
寺田　浩
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八 代 市
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）
）
）
）
）

芦北支所管内
高見　嘉司満 （ 津 奈 木 町 ）

球磨支所管内
山下　力
片岡　計介
宮崎　弘幸
椎葉　政利
宮原　範行
島田　鹿男
吉永　秀一
宮田　保一
西田　義和
下拂　勝
中屋　締
岩戸　智
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人 吉 市
人 吉 市
あ さ ぎ り 町
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あ さ ぎ り 町
湯 前 町
水 上 村
相 良 村
相 良 村
山 江 村
球 磨 村
球 磨 村

）
）
）
）
）
）
）
）
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天草支所管内
佐藤　駿二
堀田　健一
松尾　歳勝
山崎　保
福田　健吾
吉仲　慶豊
梅田　三朗
寺田　祝
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天 草 市
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天 草 市
天 草 市
上 天 草 市

）
）
）
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そ
の
後
、益
城
町
の
稲
田
忠
則
総
代
を

議
長
に
選
出
し
、平
成
24
年
度
決
算
報
告
、

平
成
25
年
度
収
支
予
算
案
を
は
じ
め
全
11

議
案
を
審
議
。提
出
さ
れ
た
議
案
全
て
が

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
更
な
る
農
家
満
足
度
ア
ッ
プ

の
た
め
、承
認
い
た
だ
い
た
計
画
に
基
づ

き
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
推
進
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

第
７
号
議
案

損
金
計
上
に
つ
い
て

水
稲
未
収
共
済
掛
金
等
１
５
２
，

７
７
２
円　

果
樹
未
収
共
済
金
２
１
，

７
４
４
，９
０
５
円

第
８
号
議
案

平
成
２５
年
度
借
入
金
の
限
度
に
つ
い
て

70
億
円

第
９
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

銀
行
名
称
の
変
更　

役
員
定
年
制
の
導

入
に
つ
い
て（
平
成
27
年
度
よ
り
施
行
）

第
10
号
議
案

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

水
稲
細
目
書
提
出
期
日
等
の
変
更

（
平
成
26
年
産
水
稲
か
ら
適
用
）

第
11
号
議
案

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

組
合
長
の
常
勤
化
に
伴
う
年
報
酬
額
の

変
更
に
つ
い
て（
平
成
26
年
度
よ
り
施
行
）

附
帯
決
議

農業共済
特別功労者表彰名簿
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挨拶する
佐々木博幸組合長

全11議案可決承認

第14回
通 常 総 代 会

　

平
成
25
年
６
月
22
日
午
前
10
時
よ
り
、

熊
本
市
南
区
城
南
町「
火
の
君
文
化
セ
ン

タ
ー
」に
お
い
て
、第
14
回
通
常
総
代
会
を

開
催
。

　

来
賓
に
、熊
本
県
知
事
、熊
本
県
議
会
議

長
を
迎
え
、総
代
２
９
２
名（
書
面
議
決

１
０
６
名
を
含
む
）の
出
席
が
あ
り
ま
し

た
。

　

総
代
会
に
先
立
ち
、農
業
共
済
特
別
功

労
者
表
彰
で
は
、熊
本
市
の
梅
田
義
弘
氏

が
代
表
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
博
幸
組
合
長
は「
昨
年
は
、九
州

北
部
豪
雨
が
発
生
し
、阿
蘇
地
区
、熊
本
市

地
区
、
菊
池
地
区
な
ど
を
中
心
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
、自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
果
た
す
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
役
割
は
、ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。当
組
合
で
は
、各
事
業
の

完
全
引
受
や
農
家
満
足
を
実
践
し
て
い
く

た
め
、農
家
庭
先
活
動
の
展
開
と
、現
在
の

本
所
・
13
支
所
体
制
の
効
率
化
、業
務
収
支

の
安
定
化
、
職
員
の
意
識
改
革
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
」と
挨
拶
。

通
常
総
代
会
に

提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案

平
成
２4
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
に
つ

い
て総

共
済
金
額
１
１
，０
７
５
億
円　

総
支
払
共
済
金
32
億
円　

業
務
経
費

総
額
30
億
円

第
２
号
議
案

平
成
２５
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予

算
の
設
定
に
つ
い
て

目
標
共
済
金
額
１
１
，１
６
７
億
円

業
務
経
費
予
算
額
26
億
円

第
３
号
議
案

事
務
費
賦
課
金
の
徴
収
額
及
び
徴
収
方
法

に
つ
い
て

水
稲
10
㌃
当
り
２
０
０
円
、麦
10
㌃
当

り
１
５
０
円
、家
畜（
牛
・
馬
）１
万
円
当

り
１
０
０
円
、果
樹
１
万
円
当
り
60
円
、

大
豆
10
㌃
当
り
１
１
０
円
、園
芸
施
設

１
万
円
当
り
30
円
な
ど

第
４
号
議
案

役
員
、支
所
事
業
推
進
委
員
会
委
員
、損
害

評
価
会
委
員
、損
害
評
価
会
小
部
会
委
員
及

び
共
済
部
長
の
報
酬
に
つ
い
て

役
員
２
，０
２
６
万
円
、支
所
事
業
推

進
委
員
会
委
員
７
３
２
万
円
、損
害
評

価
会
委
員
12
万
円
、損
害
評
価
会
小
部

会
委
員
７
８
５
万
円
、共
済
部
長
６
，

７
５
９
万
円

第
５
号
議
案

平
成
２５
年
度
農
作
物
、畑
作
物
共
済
無
事
戻

し
金
及
び
奨
励
金
支
払
に
つ
い
て

水
稲
７
，９
４
３
万
円
、麦
１
３
７
万

円
、ば
れ
い
し
ょ
・
大
豆
１
，０
１
３
万

円
第
６
号
議
案

家
畜
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
等

の
設
定
に
つ
い
て
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家畜診療所菊池支所
獣医師宮武 哲生

診療所だより

い
と
汗
を
か
き
ま
す
。当
然
の
こ

と
な
が
ら
、汗
の
大
部
分
は
水

分
で
で
き
て
い
ま
す
。そ
の
水
分

が
蒸
発
す
る
と
き
に
体
の
熱
を

う
ば
っ
て
く
れ
、体
を
冷
や
し
て

く
れ
る
の
で
す
。気
化
熱
の
原
理

で
す
。

　

し
か
し
、汗
を
大
量
に
か
く
と

水
分
が
大
量
に
失
わ
れ
脱
水
を

起
こ
し
ま
す
。脱
水
に
よ
り
、血

液
の
巡
り
が
悪
く
な
り
、酸
素
の

巡
り
も
悪
く
な
り
ま
す
。そ
の
結

果
、呼
吸
が
荒
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、汗
に
含
ま
れ
る
微
量

の
ミ
ネ
ラ
ル
の
喪
失
と
脱
水
が
、

相
ま
っ
て
神
経
症
状（
涎
を
垂

ら
す
）を
起
こ
し
ま
す
。最
終
的

に
は
体
か
ら
熱
を
逃
が
す
こ
と

が
で
き
ず
高
体
温
に
な
り
ま
す
。

以
上
が
熱
中
症
を
起
こ
す
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
す
。

　

熱
中
症
を
発
症
さ
せ
る
要
因

と
し
て
は
、主
に
３
つ
の
事
が
関

連
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
①
暑
さ

②
水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給
不

足
③
湿
気
で
す
。暑
さ
は
汗
を
か

か
せ
、水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
の
喪
失

を
招
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
こ
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
の
が
湿
気
で
す
。ジ
メ
ジ

メ
し
た
天
気
で
は
洗
濯
物
が
乾

き
に
く
い
よ
う
に
、汗
も
蒸
発
し

に
く
い
の
で
す
。先
ほ
ど
も
述
べ

ま
し
た
が
、汗
を
い
く
ら
か
い
て

も
体
は
冷
や
さ
れ
ま
せ
ん
。か
い

た
汗
が
蒸
発
し
て
、初
め
て
体
を

冷
や
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、湿
気
が
高
い
と
、体

が
な
か
な
か
冷
や
さ
れ
ず
、余
計

に
汗
を
か
い
て
し
ま
い
、水
分
と

ミ
ネ
ラ
ル
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
、

症
状
の
悪
化
に
拍
車
を
か
け
る

の
で
す
。ま
さ
に
高
温
多
湿
な
夏

に
な
る
熊
本
は
、熱
中
症
を
発

症
さ
せ
や
す
い
環
境
だ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
で
は
、ど
う
す
れ
ば
熱
中
症
を

予
防
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。暑

さ
対
策
と
し
て
は
①
牛
の
体
に

水
を
か
け
た
り
、噴
霧
な
ど
を
行

う
②
水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給

を
十
分
に
行
う
③
牛
舎
に
湿
気

が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
換
気
す

る
。

　

以
上
が
効
果
的
な
予
防
法
で

す
。こ
れ
で
大
方
の
発
症
は
防
げ

る
と
思
い
ま
す
が
、万
全
で
は
な

く
何
頭
か
は
発
症
し
て
し
ま
い

ま
す
。症
状
が
強
い
と
き
は
、点

滴
な
ど
の
治
療
が
必
要
に
な
り

ま
す
。詳
し
い
予
防
法
や
治
療
が

必
要
な
時
は
、獣
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

今回は

熱中症「 」
について

よ
だ
れ

よ
だ
れ

　

唐
突
で
す
が
、熊
本
の
夏
は
暑

い
。暑
す
ぎ
る
。熊
本
に
来
て
、2

年
目
の
私
で
す
が「
な
ん
で
、こ

ん
な
に
暑
い
所
に
、牛
が
い
っ
ぱ

い
い
る
の
ぉ
？
」と
思
っ
た
の
が
、

つ
い
先
日
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、例
年
に
も
増
し
て

暑
く
な
り
そ
う
で
す
。私
自
身
、

去
年
以
上
に
暑
い
夏
を
乗
り
切

れ
る
か
、気
を
揉
む
毎
日
で
す

（
笑
）。

　

さ
て
、本
題
で
す
が
、牛
は
本

来
、暑
さ
に
と
っ
て
も
弱
い
動
物

で
す
。暑
い
夏
に
発
症
し
や
す
い

の
が
熱
中
症
で
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、脱
水
し
た

牛
は
、呼
吸
が
荒
く
、涎
を
垂
ら

し
て
い
て
、体
温
を
測
っ
て
み
る

と
40
度
を
ゆ
う
に
超
え
て
い
る

と
い
っ
た
具
合
で
す
。今
年
の
夏

は
、熱
中
症
が
増
え
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、今
回
は
熱
中
症
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、熱
中
症
は
、な
ぜ

発
症
す
る
の
で
し
ょ
う
。牛
は
暑

熊
本
の
夏
は
暑
い
！

　
　
　

今
年
の
夏
は
？

牛
は
と
っ
て
も

　
　

暑
さ
に
弱
い
動
物

暑
さ
対
策
と

　
　

効
果
的
な
予
防
法

気
化
熱
の
原
理
と

 

熱
中
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

発
症
と

　
　

３
つ
の
要
因
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台
風
接
近
時
の

事
前
対
策　

　

ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
ハ
ウ
ス

バ
ン
ド
や
パ
イ
プ
等
を
点
検
し
、

必
要
に
応
じ
て
交
換
、
補
強
、
締

め
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ウ
ス
ネ
ッ
ト
を
被
覆
し
て
天
井

フ
ィ
ル
ム
を
固
定
し
ま
す
。

　

換
気
扇
を
設
置
し
て
い
る
ハ
ウ

ス
で
は
、
換
気
扇
を
回
し
て
フ
ィ

ル
ム
の
ふ
く
ら
み
・
ば
た
つ
き
を

防
ぎ
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
パ
イ

プ
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
吸
気
口

を
設
け
、
ま
た
、
停
電
に
備
え
て

発
電
機
を
準
備
し
ま
す
。
天
井

フ
ィ
ル
ム
は
可
能
な
限
り
展
張
し

た
ま
ま
と
し
ま
す
が
、
強
風
に
よ

り
ハ
ウ
ス
倒
壊
の
恐
れ
が
出
た
場

合
に
は
速
や
か
に
天
井
フ
ィ
ル
ム

を
除
去
し
、
ハ
ウ
ス
を
守
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
被
害
を
受
け
る
よ

う
な
強
風
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
事
前
に
天
井
フ
ィ
ル
ム
を
除

去
し
て
、
サ
イ
ド
や
天
井
に
防
風

ネ
ッ
ト
を
張
り
、
風
の
勢
い
を
弱

め
る
対
策
を
取
り
ま
す
。
マ
ル
チ

は
ば
た
つ
か
な
い
よ
う
に
土
等
で

固
定
し
ま
す
。

　

育
苗
中
の
苗
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
も
の
は
農
舎
等
に
持
ち
込
み

ま
す
が
、
移
動
で
き
な
い
場
合
に

は
苗
を
ト
ン
ネ
ル
状
に
寒か

ん

冷れ
い

紗し
ゃ

等

で
被
覆
し
固
定
し
ま
す
。
イ
チ
ゴ

の
親
株
用
の
苗
は
、
炭た

ん

疽そ

病
感
染

防
止
の
た
め
必
ず
農
舎
等
に
移
動

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

栽
培
中
の
作
物
に
つ
い
て
は
、
損

傷
を
防
ぐ
た
め
支
柱
へ
の
固
定
を

強
め
ま
す
が
、
強
い
風
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
う
ね
面
に
這
わ
せ
て

ネ
ッ
ト
で
被
覆
し
固
定
し
ま
す
。

　

台
風
接
近
時
に
は
相
当
の
降
雨

が
あ
る
た
め
、
ほ
場
内
外
の
排
水

溝
を
整
備
し
、
浸
水
の
恐
れ
の
あ

る
と
こ
ろ
で
は
排
水
ポ
ン
プ
を
準

備
し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
、
オ
イ

ル
タ
ン
ク
の
浮
き
上
が
り
や
転
倒

に
よ
り
重
油
が
流
出
し
な
い
よ
う

に
、
タ
ン
ク
の
固
定
や
防
油
堤
・

送
油
管
等
の
点
検
を
必
ず
実
施
し

ま
す
。台

風
通
過
後
の
対
策

　

事
前
対
策
で
ハ
ウ
ス
を
締
め
切

り
高
温
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
急
激

な
換
気
を
避
け
、
徐
々
に
換
気
を

行
い
ま
す
。
天
井
フ
ィ
ル
ム
を
除
去

し
た
場
合
や
破
損
し
た
場
合
に
は
、

早
急
に
被
覆
し
現
状
復
帰
を
図
り

ま
す
。
被
覆
後
は
換
気
に
努
め
、
ハ

ウ
ス
内
を
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

　

浸
水
し
た
ほ
場
は
す
み
や
か
に

排
水
を
行
い
、
ま
た
、
マ
ル
チ
を

め
く
り
土
壌
を
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

作
物
に
被
覆
し
た
ネ
ッ
ト
等
は
す

み
や
か
に
除
去
し
、
ま
た
、
う
ね

面
に
這
わ
せ
た
作
物
は
誘
引
を
行

い
復
旧
を
図
り
ま
す
。
根
傷
み

に
よ
り
萎い

凋ち
ょ
う

が
見
ら
れ
る
場
合
に

は
、
必
要
に
応
じ
て
数
日
間
寒
冷

紗
等
で
遮
光
し
、
回
復
を
図
り
ま

す
。
農
舎
等
に
移
動
さ
せ
て
い
た

苗
は
育
苗
ハ
ウ
ス
に
戻
し
ま
す
。

病
害
虫
防
除
対
策

　

風
雨
に
よ
り
細
菌
病
等
の
病
害

が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
事
前
に

予
防
防
除
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

ウ
イ
ル
ス
病
対
策
と
し
て
タ
バ
コ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
や
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア

ザ
ミ
ウ
マ
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に

防
除
を
徹
底
し
ま
す
。

　

台
風
通
過
後
は
病
害
の
予
防
防

除
を
実
施
し
、
ま
た
、
タ
バ
コ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
や
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ

ミ
ウ
マ
の
防
除
を
徹
底
し
ま
す
。

薬
剤
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
高
温

時
や
高
濃
度
散
布
を
避
け
る
等
、

薬
害
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
過
去
の
統
計
を
見
る
と
、
九
州

北
部
地
方
へ
の
台
風
接
近
数
の
平
均
は
、
７
月
が
０
・
８
個
、
８
月
と
９
月

が
各
１
・
０
個
で
、
こ
の
３
か
月
間
に
大
部
分
が
集
中
し
て
い
ま
す
。　

　

幸
い
こ
こ
数
年
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
台
風
の
接
近
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
過
去
に
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

油
断
す
る
こ
と
な
く
十
分
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
、
最
新
の
台
風
情
報
を
入
手
し
、
早
め
の
対
策
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
局　

農
業
技
術
課
農
業
技
術
支
援
室

岩
本 

英
伸

ハウスの防風対策

ネットによる作物の固定

ネットによるイチゴ苗の固定

施
設
野
菜
に
お
け
る
台
風
対
策

施
設
野
菜
に
お
け
る
台
風
対
策



毎日一生懸命頑張っている組合員さんにお聞きしました
① 家族構成　 ② 経営内容
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高
校
卒
業
後
、会
社
員
な
ど
を
経
て
就

農
し
て
10
年
余
り
に
な
り
ま
す
。祖
父
は
酪

農
、父
は
会
社
員
を
や
っ
て
い
た
の
で
、露

地
野
菜
を
一
か
ら
や
っ
て
い
く
の
は
大
変
で

し
た
が
、自
分
が
好
き
な
よ
う
に
で
き
る
農

業
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。今
は
父
と

母
と
の
３
人
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

３
年
前
か
ら
、黒
ニ
ン
ニ
ク
も
作
っ
て
い

ま
す
。普
通
の
ニ
ン
ニ
ク
を
発
酵
さ
せ
る

と
、フ
ル
ー
ツ
に
似
た
独
特
の
甘
み
と
、ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
多
い
黒
ニ
ン
ニ
ク
が
で
き

ま
す
。福
岡
の
八
百
屋
に
出
荷
し
た
り
、直

販
を
行
っ
た
り
し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
は
３
人
の
子
ど
も
と
妻
と
阿

蘇
に
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

少
し
規
模
拡
大
を
し
て
、こ
れ
か
ら
も
農

業
を
続
け
て
行
き
た
い
で
す
ね
。

①
母
、
妻
の
３
人
家
族

②
梨
62
㌃
、
桃
85
㌃
、
柿
10
㌃

①
妻
、
子
供
３
人
の
５
人
家
族

②
ニ
ン
ニ
ク
25
㌃
、
ダ
イ
コ
ン
50
㌃
、

ネ
ギ
60
㌃
、
水
稲
80
㌃
、
ハ
ク
サ
イ

１
５
０
㌃

①
祖
母
、
両
親
、
妻
、
子
供
２
人
の
７
人

家
族

②
水
稲
２
５
０
㌃
、
施
設
ト
マ
ト
40
㌃

「
成
功
は
仕
事
＋
遊
び
＋
沈
黙
で
あ
る
。」

こ
れ
は
私
の
大
好
き
な
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
成
功
の
方
程
式
で
す
。「
仕
事
」は
仕
事
、

「
遊
び
」は
人
付
き
合
い
、「
沈
黙
」と
は
自
分

と
の
戦
い
だ
と
考
え
、毎
日
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

桃
や
梨
の
栽
培
を
始
め
て
20
年
に
な
り

ま
す
。夏
は
冬
の
こ
と
を
、冬
は
夏
の
こ
と
を

考
え
た
効
率
的
な
仕
事
を
心
が
け
、良
質
で

生
産
性
の
高
い
栽
培
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
趣
味
で
す
の
で
、た
ま
の
休
み
も
、多

く
の
人
と
交
流
し
、色
々
な
場
所
を
訪
ね
て

余
暇
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
果
樹
栽
培
は
、

管
理
が
難
し
く
、思
い
通
り
の
結
果
に
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。毎
日
苦
労
し
な

が
ら
も
手
を
抜
か
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

あ
り
ま
す  

成
功
の
方
程
式

古
里 

美
典
さ
ん（
56
）

こ
ざ
と  

よ
し
の
り

三
池 

友
和
さ
ん（
36
）

み
い
け  

と
も
か
ず

黒
ニ
ン
ニ
ク
パ
ワ
ー
で

「
い
つ
か
は
実
家
の
農
業
を
継
ぎ
た
い
」

と
胸
に
秘
め
、約
２
年
。ア
パ
レ
ル
関
係
の

仕
事
に
追
わ
れ
る
う
ち
に「
自
分
に
は
汗

を
か
き
、光
浴
び
る
仕
事
し
か
な
い
」と
就

農
し
ま
し
た
。

農
業
の
か
た
わ
ら
、中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー

指
導
に
、生
徒
と
共
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

老
齢
化
す
る
現
代
農
業
の
中
で
、若
手

後
継
者
と
の
語
ら
い
に
も
顔
を
出
し
、自

分
を
磨
い
て
い
る
毎
日
で
す
。

今
は
両
親
と
共
に
精
を
だ
し
て
い
ま
す
。

夫
婦
で
や
る
の
が
当
り
前
で
は
な
く
、

私
が
、勤
め
に
出
て
い
る
妻
と
一
緒
に
農
業

を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
こ
の

魅
力
を
伝
え
ま
す
。

光
浴
び
る
仕
事
が
し
た
い

西
村 

大
輔
さ
ん（
31
）

に
し
む
ら  

だ
い
す
け

「
み
か
ん
作
り
が
し
た
い
。92
歳
の
祖
父
の

力
に
な
り
た
い
」の
思
い
か
ら
県
立
農
業
大

学
校
を
卒
業
し
就
農
２
年
目
で
す
。

現
在
、父
、祖
父
母
と
４
人
で
あ
ま
く
さ

晩
柑
を
中
心
に
屋
根
掛
け
デ
コ
ポ
ン
、温
州

み
か
ん
、水
稲
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
厳
し
い
父
、笑
顔
の
じ
い
ち
ゃ

ん
が
僕
の
先
生
で
す
。剪
定
や
管
理
な
ど
今

は
教
え
て
も
ら
う
事
ば
か
り
で
す
。将
来
は

経
営
拡
大
よ
り
も
管
理
し
や
す
い
園
地
で

品
質
を
重
視
し
、全
て
の
人
が「
こ
れ
、美

味
し
い
よ
」と
自
然
に
言
葉
が
で
る
晩
柑
を

作
り
た
い
。ま
た
、生
産
者
、消
費
者
と
ラ

リ
ー（
キ
ャ
ッ
チ
）が
で
き
る
農
家
に
な
り

た
い
で
す
。

週
末
に
友
人
と
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム
を

し
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

熊
本
市
内
で
会
社
員
を
し
て
い
ま
し
た

が
、24
歳
の
時
に
就
農
。30
歳
の
時
、結
婚

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
経
営
を
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。デ
コ
ポ
ン
栽
培
で

は
、見
た
目
は
き
れ
い
に
出
来
た
よ
う
で

も
、糖
度
が
思
う
よ
う
に
上
が
ら
な
い
等
、

難
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。栽
培
技
術
の
習
得
に
向
け
、日
々
勉
強

中
で
す
。

野
球
が
好
き
で
中
学
生
の
頃
は
俊
足
強

肩
を
活
か
し
て
1
番
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。

現
在
で
は
仕
事
と
子
供
の
世
話
な
ど
で
な

か
な
か
や
る
暇
が
な
い
で
す
ね
。

今
後
は
、デ
コ
ポ
ン
や
夏
み
か
ん
の
販

売
単
価
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。 日

々
勉
強
中
!

市
川　

学
さ
ん（
36
）

い
ち
か
わ　

ま
な
ぶ

あ
ま
く
さ
晩
柑
美
味
し
い
よ
！

坂
上 

裕
紀
さ
ん（
21
）

さ
か
う
え 

ゆ
う
き

小
さ
い
頃
か
ら
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
、

よ
く
山
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の「
山
学

校
」か
ら
色
ん
な
こ
と
を
学
び
農
業
に
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。

就
農
２
年
目
。毎
日
、農
業
を
す
る
こ
と

が
楽
し
い
で
す
が
、日
々
、勉
強
で
す
。父

は
な
ん
で
も
や
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、新

し
い
事
を
取
り
入
れ
経
営
力
を
身
に
つ
け
、

外
国
産
に
負
け
な
い「
い
い
物
」を
作
っ
て

い
き
た
い
。

今
後
の
目
標
は
、５
年
を
目
途
に
経
営
を

任
さ
れ
る
よ
う
一
人
前
に
な
り
た
い
で
す
。

趣
味
は
、ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
車
。

今
年
の
８
月
に
子
供
が
生
ま
れ
ま
す
。３
人

で
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
た
い
で
す
ね
。

最
後
に「
下
城
き
の
こ
園
」を
よ
ろ
し
く
。

農
業
は
楽
し
い

下
城 

亮
輔
さ
ん（
19
）

し
も
じ
ょ
う  

り
ょ
う
す
け

①
両
親
、
妻
、
娘
２
人
の
６
人
家
族

②
ハ
ウ
ス
デ
コ
ポ
ン
30
㌃ 

、
露
地
デ
コ

ポ
ン
１
８
０
㌃
、
甘
夏
35
㌃

①
祖
父
母
、
両
親
、
妹
２
人
の
７
人
家
族

②
あ
ま
く
さ
晩
柑
１
５
０
㌃
、
デ
コ
ポ
ン

40
㌃
、
温
州
み
か
ん
20
㌃
、
水
稲
40
㌃

①
祖
父
、
両
親
、
妻
、
妹
の
６
人
家
族

②
椎
茸
40
万
植
菌

共済掛金は、口座振替でお願いします！

口座振替のお申し込み手続きは、お電話いただければ
担当者がお伺いし、ご説明いたします。

○農業協同組合（JA）　　　○肥後銀行
○ゆうちょ銀行（郵便局）　○信用金庫
○熊本銀行（旧熊本ファミリー銀行）

取扱金融機関

れ
て
、

山
学

（
19
）

共済掛金は、口座振替でお願いします！
取扱金融機関

N O S A I
餌付けしていませんか？
鳥獣被害には当事者とし
ての自覚がないまま「餌
付けをしている」実態が
あります。こうしたエサを
無くすのが、対策の第一
歩です。 放置された野菜クズや収穫物

ひとくちメモひとくちメモひとくちメモひとくちメモひとくちメモ


